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■ 位置と地勢

　西米良村は、宮崎県の中央部にあたる児湯郡の西部に位置し、熊本県との県境にあって、九州中央山
地国定公園（昭和 57 年制定）の一角にあります。
【北緯】32 度 13 分 34 秒、【東経】131 度 9 分 15 秒
　面積は 271.56㎢で、地形は東西に狭く南北にやや長い菱形の形をしており、総面積の約 96％が険しい
山々で占められています。低いところでも海抜 200mを超える山地に属しており、1,722 ｍの市房山、1,547
ｍの石堂山、1,188 ｍの天包山などの高い山々に囲まれています。
　椎葉村に源を発する一ツ瀬川は、村の中央を北から南東に流れ、板谷川、小川川の支流と合流して太
平洋に注ぎます。また、西部を南に流れている尾股川は、綾北川に合流し、大淀川として大きな流れと
なります。
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

■ 西米良の自然	

　九州山地の山々に囲まれた西米良村には、数多くの生き物が住んでいます。これらの生き物と共生す
るためにも、昔から狩猟を行い、貴重なタンパク源とするとともに、焼畑の作物を守ってきました。
　西米良の鳥類は、ウグイスやメジロの他、アカハラ、ホトトギス、シジュウカラ、ヤマセミ、コシジ
ロヤマドリ、シジュウカラなど数多くの鳥がいます。特に、メジロ＝メラメジロは、その鳴き声が美しく、
多くの人に親しまれ、村の鳥にも指定されています。
　村のほぼ中央を流れる一ツ瀬川には、イダ（ウグイ）、アユ、ハエ（オイカワ）、ニジマス、マダラ（ヤ
マメ）、ウナギなど豊かな生物が住んでいます。
　山に囲まれた西米良村は広葉樹林の宝庫で、シイ、ブナ、イチイガシなどが茂り、尾根にはモミ、ツ
ガの針葉樹林がありました。しかし、用材として切り出され、スギ、ヒノキの人工林が増加しています。
それでも、四季折々の風景を楽しむことが出来ます。南限・北限植物の自生地でもあるため、学術上貴
重な地域となっています。	

南限・北限の植物

南限植物 ハリモミ・ツクシシャクナゲ・キレンゲショウマ・コガネシダ・
イブキシモツケ・オオバヨメナ・コメツツジ・コウヤマキ

北限植物 モミジコウモリ・アツバニガナ

村の概要

土地利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：ha

農用地 森林
原野

水面・河川・水路
道路

宅地
その他田 畑 国有林 民有林 水面 河川 水路

面積 123 67 56 25,988 419 25,569 0 515 305 208 2 272 258

平成 22 年 10 月 1 日現在
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■ 道路状況

■ 気候

区分 路線数 総延長（Km） 舗装延長（Km）

国道 2 （実延長）66,066.8 66,066.8

県道 1 16,533.9 16,533.9

村道 74 107,358.8 86,173.4

林道 23 96,312.0 38,461.3

産業建設課

月
降水量 (mm ) 気温（℃ ) 平均風速

(m/s)
日照時間
(h)合計 日最大 日平均 最高 最低

1 月 2.0 1.0 2.0 12.7 -4.8 1.0 128.0

2 月 66.5 17.0 7.0 22.2 -3.8 0.8 109.7

3 月 38.0 21.5 7.5 23.2 -3.4 1.0 159.6

4 月 42.0 14.0 13.4 28.2 0.5 1.0 174.1

5 月 261.0 53.5 18.6 32.1 6.9 0.9 94.8

6 月 1,197.0 242.5 21.9 34.8 15.4 0.6 61.1

7 月 391.0 112.5 25.2 35.4 20.1 0.9 123.3

8 月 468.5 176.5 25.1 36.0 28.9 0.8 101.7

9 月 734.0 227.5 22.5 33.6 9.9 0.7 93.9

10 月 221.0 106.5 17.6 27.2 6.3 0.5 103.4

11 月 115.0 60.5 13.7 24.5 0.6 0.5 85.3

12 月 50.0 33.0 5.9 18.0 -3.4 0.6 138.7

年間 3,586.0 242.0 15.0 36.0 -4.8 0.8 1373.6

農業気象月報 ( 平成 23 年 )
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■ 年齢別人口の推移

年次 世帯数
人口（人）

0～ 14 歳
15 ～ 64 歳

65 歳以上
人口密度�
（１㎢当）総数 男 女 内 15

～ 29 歳

昭和 30 年 1,286 5,839 3,047 2,792 21 

35 1,374 5,586 2,855 2,731 2,107 3,171 1,135 308 21 

40 1,121 4,107 2,042 2,065 1,428 2,352 620 327 15 

45 1,039 3,422 1,730 1,692 1,032 2,072 450 318 13 

50 900 2,624 1,304 1,320 685 1,646 274 293 10 

55 803 2,153 1,041 1,112 453 1,407 208 293 8 

60 762 1,989 977 1,012 385 1,249 172 355 7 

平成 2年 690 1,694 817 877 287 1,020 114 387 6 

7 657 1,543 753 790 202 848 96 493 6 

12 661 1,480 708 772 178 770 138 532 5.4 

17 611 1,307 616 691 142 632 88 533 4.8 

22 573 1,241 599 642 137 589 71 515 4.6 

国勢調査（平成 22 年 10 月 1 日現在）
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■ 地区別年齢構成

■ 災害危険箇所の状況

■ 消防団員の推移

単位：人

村全体 小川 越野尾 横野 村所 竹原 上米良 板谷 八重

0～ 14 歳 141 2 5 15 84 13 11 3 8

割合 11.2 2.1 6.3 20.8 14.6 7.0 9.6 4.5 11.1

15 ～ 64 歳 596 29 44 33 278 111 49 30 22

割合 47.2 30.5 55.0 45.8 48.2 60.0 43.0 44.8 30.6

65 ～ 74 歳 201 24 12 9 85 25 18 14 14

割合 15.1 25.3 15.0 12.5 14.7 13.5 15.8 20.9 19.4

75 歳以上 324 40 19 15 130 36 36 20 28

割合 25.7 42.1 23.8 20.8 22.5 19.5 31.6 29.9 38.9

合計 1,262 95 80 72 577 185 114 67 72

平均年齢 54.3 67.6 56.1 47.9 50.6 53.6 57.4 62.5 59.5

世帯数 603 64 36 29 264 83 58 39 30
住民基本台帳：平成 24 年 3 月 1 日現在

種別 箇所数
危険度別内訳

A B C

河 川 33 11 4 18

土 石 流 56 7 13 36

地 滑 り 45 9 6 30

急傾斜地（自然） 71 9 14 48

急傾斜地（人口） 10 0 4 6

計 215 36 41 138

総務企画課 ( 平成 22 年調査結果）

単位：人

部名 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年

本　部 16 17 18 18

第 1 部 35 34 31 31

第 2 部 11 10 12 8

第 3 部 10 9 10 10

第 4 部 8 7 8 8

第 5 部 10 11 12 12

第 6 部 5 3 4 4

第 7 部 18 19 17 19

第 8 部 10 7 7 7

計 123 117 119 117
総務企画課
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あ ゆ み
■ 沿革
西暦 年号 月日 事　　　　　項
1848 村所大火

明２ 菊池武臣不動院へ弘文館と称する学舎を起こす
西米良村の学校に学習がはじまる

1879 12 2.17 郡制施行
1880 13 1.15 小川郵便局 , 村所郵便局できる
1888 21 4.25 市町村制を公布

10.19 登記所小川出張所設置（法務局村所出張所の
はじまり）

1889 22 5.1 西米良村施行
1890 23 5.3 村県郡制公布

7.1 第１回衆議院議員選挙
1897 30 4.1 郡制実施

村所百間橋架橋
1903 36 村所警察官駐在所設置
1904 37 妻→村所間道路開通
1917 大 6 横谷→荒谷間馬車道開通
1920 9 10.1 第１回国勢調査
1933 昭 8 8.8 菊池武夫公別邸建設（現菊池記念館）
1938 13 12. 電話開通（村所）
1940 15 6. 槙の口発電所完成

小川公民館落成／上米良地区電灯つく
1941 16 村所地区電灯つく

12.8 太平洋戦争はじまる
1942 17 4.1 村所発電所完成
1944 19 12.1 省営トラック運行
1945 20 8.15 終戦
1946 21 11.1 妻→湯ノ前間省営バス（米良自動車線の運営開始）

12. 小川地区、横野地区電灯つく
1947 22 八重地区電灯つく

5.30 第 1 回地方選挙
1950 25 1.28 村所大火
1951 26 5.26 村所大火

村所地区簡易水道完成
1953 28 8. 村立病院完成

7.22 日肥線（人吉→妻間国鉄バス開通）
1955 30 菊池奨学資金制度制定
1956 31 菊池賞制定／菊池記念館を開設（旧菊池別邸）
1957 32 1.15 小川に国鉄バス開通
1958 33 3.30 村所橋永久橋完成

8.12 熊本→宮崎線、国道 219 号線認定
行政無線設置

1961 36 3.25 板谷に国鉄バス開通
火葬場完成／尾股中本校となる

1962 37 5.27 忠霊塔完成／上米良分校西中に統合
1963 38 3.12 名誉村民条例設定、児玉金元氏を第1号に推挙

4.2 一ツ瀬ダム完成
小林→阿蘇線国道 265 号線認定

1965 40 4.1 板谷分校、越野尾分校西中に統合／村所児童
館完成

6.11 西米良村産業センター完成
10.31 村所簡易水道拡張工事

1966 41 12.24 市房山県立公園指定
12. 振興山村地域指定

1967 42 3.29 小川へき地診療所の設置

西暦 年号 月日 事　　　　　項
1967 42 8. 村道小川線県道編入

12.14 庁舎改築落成
林道越野尾野地線完成（林業構造改善事業指定）

1969 44 2.24 明治百年記念植林（杉）4.38ha 桐原
3.5 過疎地域教育センター完成
3.24 村道横野古川線完成（自衛隊委託事業）
4.25 小川生活改善センター完成

1970 45 小川分校本校になる
電話半自動

7.15 坂田文相来村
1971 46 1.14 尾股電灯つく

1.20 村立西米良病院改築
8. 台風 19、23 号襲来村に大災害を与える（災害
救助法適用される）

11.30 地域集団電話開通
1972 47 4.1 国鉄自動車村所駅村営に移管

村の木「こうやまき」、村の鳥「めじろ」を決定
5.1 学校給食はじまる
12. 第二期振興山村の指定をうける

1973 48 2. 第二次林業構造改善事業地域指定
4. 西米良村植樹祭（村所字桐原）
10. 西米良村史発刊

1974 49 6. 西米良村農協、西都市農協と合併、西米良支
所となる
小川小学校に「小川城址」「米良文教発祥の地」
の顕彰碑完成

1975 50 2. スーパー林道米良、椎葉線（55.77 ｋｍ）開通
【昭 .44 着工】

1976 51 8.30 西中用地拡張工事（自衛隊委託事業）
商工会館完成

12.25 米良錬心館完成
1977 52 3.30 基幹集落センター完成（第二期山村振興事業）

8.27 西中用地拡張工事（自衛隊委託事業）
1978 53 3.31 横野小、尾股小・中学校閉校

7.19 電話自動改式
11.4 西米良中新校舎完成

1979 54 3.31 老人福祉館完成
4.1 板谷小、上米良小閉校
10.14 第 34 回国体、山岳競技開催（～ 10．19）
10.18 三笠宮来村

1981 56 2. 山村広場竣工（第三期山村振興事業）
11. 国道219号線横谷峠バイパス開通【昭.50.8着工】

1982 57 2.24 西米良村観光協会設立
5.15 市房山、石堂山周辺（九州中央山地国定公園に指定）
12.8 自然保養所「米良の里」開館

1983 58 4.1 ふるさと村民制度発足
6.15 天包高原管理棟「雲海」建設
6. 林道上米良大平線着工（上米良側）
7. 西米良村トレーニング施設完成

10.14 熊本県菊池市と姉妹都市の盟約締結
11. 歴史民俗資料館開館

1984 59 2.20 西米良村ゆず事業協同組合設立
12.6 西米良村ゆず加工場建設

ふるさと研究会発足
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西暦 年号 月日 事　　　　　項西暦 年号 月日 事　　　　　項
1985 60 12.1 菊池氏奉賛会設立
1986 61 3.31 西米良の焼畑農耕用具 515 点国の重要有形民

俗文化財に指定
7. 農振地域指定

1987 62 1. 僻地保育所「ふたば園」改築竣工
3.「桜ロード」整備事業開始
3.31 双子キャンプ村完成

1988 63 1. 天包山展望所完成
9. 林道上米良大平線着工（黒仁田側）

11.7 村道村所 2号線開設（自衛隊委託事業）
1989 64 1.7 昭和天皇崩御
1989 平元 4.1 小川小・中学校閉校

4.1 村の花「やまざくら」決定
5.1 村制 100 周年記念式典開催
7.27 台風 11 号襲来により大災害を受ける

1990 2 3.30 小川城址公園完成
4.1 中山間地域農村活性化総合整備事業導入

1991 3 3. 第 3 次西米良村長期総合計画策定（H3〜 H12）
4.1 自治公民館制スタート
11.1 ゴミ焼却場完成
11. 西米良中学校パソコン授業開始

1992 4 1.4 オフトーク放送開始（あけぼの通信）
3.2 村道津賀瀬線開設（第一期工事・自衛隊委託）
4.1 特別養護老人ホーム「天包荘」開所

1993 5 2. 村道津賀瀬線開設（第二期工事・自衛隊委託）
9. 村所小学校、越野尾小学校パソコン授業開始
9.3 台風 13 号襲来、村に大災害をもたらす（村所
鶴地区浸水）

1994 6 6.7 西米良村消防団土砂災害防止功労者建設大臣
表彰を受ける

9.1 西米良村消防団防災功労者内閣総理大臣表彰
を受ける

10.19 ＪＲ日肥線小川・上米良線運行廃止
10.20 村営バス小川・上米良線運行開始

1995 7 4.1 西米良村火葬場新築移転
6.1 森林組合森林作業隊（ＦK隊）発足
8.4 第三セクター「米良の庄」設立
12.1 菊池武夫公生誕 120 周年（40 回忌）銅像建立

1996 8 カリコボーズのほいほいくんが村の公式キャ
ラクターに認定

3. 第 3 次西米良村長期総合計画後期計画の見直
し策定

3.20 温泉の掘削に成功
6.1 オフトーク放送ＭＲＴラジオ放送開始
7.16 ＪＲ日肥線湯前線運行廃止
7.17 村営バス湯前線運行開始
9. メラリンピック開始
9. 西米良村ホームページ開設

11.22 全国視聴覚教育研究会西米良大会開催
1997 9 1.31 全国優良町村表彰

3.24 西米良神楽県指定無形民俗文化財に指定される
3. 若者定住住宅完成
4.26 小川城址公園と民話の里「民話の宿」オープン
6. ふるさと林道小山重線着工
9.16 台風 19 号襲来、村に大災害をもたらす
10.10 西米良村物産センター「湖の駅」がオープン

1998 10 1.5 西米良村特定環境保全公共下水道事業認可

1998 10 3.31 ＪＲ日肥線村所～宮崎線運行廃止
4.1 宮交バス代替運行開始
西米良型ワーキングホリデー制度開始

1999 11 3 携帯電話サービス開始
4.28 西米良温泉カリコボーズの湯「ゆた～と」開業
（平成 10 年完成）		 	 	

7.26 日本の棚田百選に「向江棚田」と「春の平棚田」
が認定	 	 	 	

10.1 乳幼児保育施設完成（受入開始H12.4 ～）
2000 12 3.23 若者定住住宅完成（第 2期）	 	

10.31 過疎地域自立活性化優良事例国土庁長官賞受賞
2001 13 3 第４次長期総合計画策定（H13 年度～ 22 年度）

3 西米良村公共下水道供用開始（西米良浄化セ
ンター）（H10.1.5 認可）

9.3 電子行政サービス開始
2002 14 4.19 日本観光協会「優秀観光地づくり賞」受賞

第1回遠野市交流事業（遠野ファンタジー）訪問
8.21 宮崎情報ハイウェイ２１開通接続
3.1 西都市、児湯、西米良森林組合が広域合併し
児湯広域森林組合発足

3.29 国道 219 号板谷バイパス開通
2003 15 4.17 木造車道橋「かりこぼうず大橋」完成・ふる

さと林道小山重線完成（平９着工）	
2004 16 台風 18 号襲来（八重地区で山が崩壊）

「オーライニッポン大賞」審査委員会長賞受賞
2005 17 1.26 地域づくり総務大臣表彰「地域振興部門」受賞

4 越野尾小学校閉校
4.1 課統合グループ制へ移行
5.2 健康増進広場完成
7.15 川の駅「百菜屋」開業
8.1 村立西米良診療所診療開始
9 台風 14 号襲来（村内各地で被害相次ぐ）

2006 18 3.10 毎日新聞地方自治大賞優秀賞受賞
7.1 西米良村保健センター開業（グランドオープン）
10.1 菊池市、遠野市と姉妹都市、友好都市の盟約

締結	 	
公の施設「指定管理者制度」導入　当初19施設

2007 19 2.5 松之本集会施設（避難施設）完成
2008 20 宮崎銀行株券電子化移行

2.20 村所小学校菊池市との交流学習開始
10.1 コミュニティバス運行開始

2009 21 2.8 西米良中学校遠野市への修学旅行開始
10.1 平成の桃源郷「おがわ作小屋村」開業

あさよむ村民運動開始（5月～あさよむ号巡回
開始）	 	 	 	
西米良四季まつり開始

2010 22 3.6 西米良温泉ゆた～とリニューアルオープン	
4.1 し尿前処理施設完成
4.1 高等学校等就学支援支給開始
4.20 宮崎県で口蹄疫発生	 	 	

林道上米良大平線完成（昭 58．6 上米良側、
昭 63．9 黒仁田側着工）

2011 23 1.27 新燃岳噴火	 	 	 	
3 第５次長期総合計画策定（H23 年度～ 32 年度）

3.11 東日本大震災発生
5.23 シルバー人材センター開設
7.24 地上デジタル放送へ完全移行
12.23 横野トンネル開通
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■ 歴代村長 ■ 歴代副村長（助役） ■ 歴代収入役
代 氏名 就任年月日 退任年月日

1 浜砂　重厚 明治 22. 8. 8 明治 26. 8. 7

2 中武　正栄 〃 26. 8. 8 〃 30. 8. 7

3 〃 〃 30. 8. 8 〃 32. 9.15

4 中武　金敏 〃 32. 9.16 〃 36. 9.15

5 〃 〃 36. 9.16 〃 40. 9.15

6 中武　正栄 〃 40. 9.16 〃 41. 9. 5

7 浜砂　重徳 〃 41.10. 3 大正元 .10. 2

8 〃 大正元 .10. 3 〃  2. 1.16

9 中武　芳子 〃  2. 4. 9 〃  5. 7.18

10 黒木　安蔵 〃  5. 8. 5 〃  9. 8. 4

11 浜砂袈裟虎 〃  9. 8.19 〃 13. 8.18

12 〃 〃 13. 8.19 昭和  3. 8.18

13 〃 昭和  3. 8.19 〃  7. 8.18

14 田爪　文衛 〃  7.11.20 〃 10. 2.23

15 浜砂袈裟虎 〃 10. 3. 1 〃 10.11.20

16 児玉　金元 〃 10.12.15 〃 14.12.14

17 〃 〃 14.12.15 〃 18.12.14

18 〃 〃 18.12.15 〃 20. 9.25

19 甲斐　武教 〃 20. 9.26 〃 22. 1.24

20 上米良義夫 〃 22. 5. 5 〃  23. 4.14

21 佐藤　　東 〃 23. 6. 5 〃 24. 5.21

22 吉良　武正 〃 24. 7. 5 〃 26. 7.20

23 児玉　金元 〃 26. 8.27 〃 30. 8.25

24 甲斐　武教 〃 30. 8.26 〃 34. 4.29

25 〃 〃 34. 4.30 〃 38. 4.29

26 吉良　武正 〃 38. 5. 1 〃 42. 4.30

27 〃 〃 42. 5. 1 〃 46. 4.30

28 〃 〃 46. 5. 1 〃 50. 4.30

29 〃 〃 50. 5. 1 〃 54. 4.30

30 〃 〃 54. 5. 1 〃 54.11.11

31 黒木　次男 〃 54.12.16 〃 58.12.15

32 浜砂　　焏 〃 58.12.16 〃 62.12.15

33 〃 〃 62.12.16 平成  3.12.15

34 浜砂　梧郎 平成 3.12.16 〃  7.12.15

35 〃 〃  7.12.16 〃 10. 2.12

36 黒木　定蔵 〃 10. 4. 6 〃 14. 4. 4

37 〃 〃 14. 4. 5 〃 18. 4. 4

38 〃 〃 18. 4. 5 〃 22. 4. 4

39 〃 〃 22. 4. 5 在任中

代 氏名 就任年月日 退任年月日

1 中武　正栄 明治 22. 8. 1 明治 26. 8. 7

2 河野　　通 〃 26. 8.14 〃 28. 7.30

3 中武　金敏 〃 28. 7.31 〃 32. 7.30

4 黒木　節夫 〃 32. 9. 5 〃 33. 2.28

5 佐藤　元斌 〃 33. 3.15 〃 37. 3.14

6 浜砂　重徳 〃 37. 3.30 〃 41. 3.29

7 〃 〃 41. 3.30 〃 41.10. 2

8 浜砂袈裟虎 〃 41.10. 1 大正元 . 9.30

9 〃 大正元 .10.24 〃  5.10.25

10 〃 〃  5.11. 1 〃  9. 9.18

11 黒木　信慶 〃  9.11.26 〃 13.11.25

12 〃 〃 13.11.26 昭和  3.11.25

13 〃 〃  3.11.26 〃  7.11.25

14 黒木　重元 〃  7.11.26 〃 11.11.25

15 佐伯　貞男 〃 11.12. 9 〃 15.12. 8

16 〃 〃 15.12. 8 〃 16.12.10

17 杉尾　　繁 〃 16.12.12 〃 20. 9.30

18 吉良　武正 〃 20.10. 1 〃 22. 5.20

19 黒木　勝利 〃 22. 6. 1 〃 26. 5.31

20 浜砂　幸栄 〃 26. 9. 6 〃 30. 8. 1

21 吉良　武正 〃 30. 9. 13 〃 34. 9.12

22 〃 〃 34. 9.13 〃 38. 4.20

23 竹之下治郎 〃 38. 6. 1 〃 42. 5.31

24 〃 〃 42. 6. 1 〃 44.11.10

25 黒木　次男 〃 44.11.14 〃 48.11.13

26 〃 〃 48.11.14 〃 52.11.13

27 〃 〃 52.11.14 〃 54.12. 9

28 浜砂　　焏 〃 54.12.26 〃 58.11.10

29 児玉寿五郎 〃 58.12.26 〃 62.12.25

30 浜砂　梧郎 〃 62.12.26 平成  3.11. 2

31 西田　二朗 平成  4. 1.16 〃  6. 3.31

32 上米良竹徳 〃  6. 4. 1 〃  8. 6.30

33 黒木　定藏 〃  8. 7. 1 〃 10. 3.29

34 中武　武明 〃 10. 5. 7 〃 14. 5. 6

35 黒木　慶男 〃 14. 5. 7 〃 18. 5. 6

36 〃　 〃 18. 5. 7 〃 22. 5. 6

37 黒木　正近 〃 22. 7. 1 在任中

※平成 19.4.1 法令改正により副村長

代 氏名 就任年月日 退任年月日
1 河野　　通 明治 22. 8.14 明治 26. 8.13
2 〃 〃 26. 8.14 〃 28. 7.30
3 中武　金敏 〃 28. 7.31 〃 32. 7.30
4 黒木　信慶 〃 32.10.26 〃 34. 8. 5
5 佐藤　元斌 〃 34. 8. 8 〃 36. 7.21
6 浜砂　重徳 〃 36. 8. 1 〃 37. 3.29
7 〃 〃 37. 4. 6 〃 41.10. 2
8 田爪　信栄 〃 41.10. 1 大正元 . 9.30
9 中武　芳子 大正元 .10.31 〃  2. 4. 8
10 黒木　孫策 〃  3. 4. 2 〃  5. 7.18
11 黒木　浅平 〃  5. 8.28 〃  9. 8.27
12 〃 〃  9. 8.29 〃 13. 8.27
13 〃 〃 13. 8.28 昭和 3. 8.27
14 〃 昭和  3. 8.28 〃  7. 8.27
15 佐伯　貞男 〃  7.12. 2 〃 11.12. 1
16 菊池今朝英 〃 11.12. 3 〃 15.12. 2
17 〃 〃 15.12. 2 〃 18. 5.31
18 中武　猛敏 〃 19. 4. 1 〃 19.11.20
19 中武　　茂 〃 19.12. 1 〃 20. 9.30
20 中武佐太郎 〃 20.10. 1 〃 24. 9.30
21 〃 〃 24.10. 1 〃 26. 8.31
22 田爪　　隆 〃 26. 9. 6 〃 30. 9. 5
23 〃 〃 30. 9.13 〃 31. 9.29
24 竹之下治郎 〃 31.10. 4 〃 35.10. 4
25 〃 〃 35.10. 4 〃 38. 5.31
26 中武　正武 〃 38. 6. 1 〃 42. 5.31
27 〃 〃 42. 6. 1 〃 44. 9.17
28 中武　隆徳 〃 44.11.14 〃 48.11.13
29 〃 〃 48.11.14 〃 52.11.13
30 浜砂　　焏 〃 52.11.14 〃 54.12.25
31 小河富士男 〃 54.12.26 〃 58.12.25
32 〃 〃 58.12.26 〃 62.12.25
33 〃 〃 62.12.26 平成  3.12.25
34 中武　正毅 平成  4. 1.16 〃  8. 1.15
35 〃 〃  8. 1.16 〃 10. 3.16
36 黒木　慶男 〃 10. 5. 7 〃 14. 5. 6
37 黒木　正近 〃 14. 5. 7 〃 18. 5. 6
※法令改正によりH19.3.31 収入役廃止

氏名 就任年月日 退任年月日
浜砂　幸栄 昭和 27.11　   昭和 28. 4.16
財津　重義 〃 28. 4.17 〃 31. 9.29
田爪　　隆 〃 31.10.18 〃 35. 9.30
浜砂　幸夫 〃 35.10. 1 〃 41. 9.30
児玉寿五郎 〃 41.10. 2 〃 45.10. 1
佐伯　正直 〃 45.10. 6 平成 2.10. 5
黒木　幸雄 平成  3. 1. 1 〃 14. 4.11
中武　武明 〃 14. 5. 7 〃 14.12.21
〃 〃 15. 1. 1 〃 18.12.31

黒木　正近 〃 19. 1. 1 〃 22. 6.30
古川　信夫 〃 22. 7. 1 〃 22.12.31
〃 〃 23. 1. 1 在任中

■ 歴代教育長
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■ 歴代正副議長

■ 村議会議員名簿

歴代 議　　　　　　　長 副　　　議　　　長
氏　　　名 就 任 年 月 氏　　　名 就 任 年 月

1 黒　木　英　夫 昭和 21 年 4 月
2 小泉　角右衛門 〃  22 年 4 月 那　須　芳　政 昭和 22 年 5 月
3 田　爪　茂　明 〃  23 年 8 月 赤　木　重　信 昭和 23 年 11 月
4 赤　木　重　信 〃  24 年 3 月 那　須　義　熊 24 年 3 月
5 小泉　角右衛門 〃  25 年 11 月 中　家　勇太郎 25 年 10 月
6 那　須　義　熊 〃  26 年 5 月 谷　口　常　雄 26 年 6 月
7 黒　木　次　男 〃  30 年 5 月 浜　砂　一　栄 30 年 5 月
8 那　須　貞　元 〃  34 年 5 月 北　里　　　留 34 年 5 月
9 浜　砂　一　栄 〃  38 年 5 月 那　須　義　熊 38 年 5 月
10 那　須　義　熊 〃  42 年 5 月 上米良　　　哲 42 年 5 月
11 上米良　　　哲 〃  44 年 5 月 黒　木　利　理 44 年 5 月
12 〃 〃  46 年 5 月 児　玉　龍　輔 46 年 5 月
13 黒　木　直　樹 〃  50 年 5 月 那　須　　　清 50 年 5 月
14 浜　砂　定　義 〃  54 年 5 月 浜　砂　定　利 54 年 5 月
15 浜　砂　定　利 〃  54 年 11 月 黒　木　金　徳 54 年 11 月
16 〃 〃  58 年 5 月 安　藤　　　渡 58 年 5 月
17 上米良　竹　徳 〃  62 年 5 月 〃 62 年 5 月
18 上米良　恒　治 〃　 3 年 5 月 浜　砂　堯　敬 3年 5 月
19 浜　砂　堯　敬 〃　 7 年 5 月 小佐井　武　憲 7年 5 月
20 〃 〃  11 年 5 月 兒　玉　光　正 11 年 5 月
21 〃 〃  13 年 5 月 佐　藤　武八郎 13 年 5 月
22 佐　藤　武八郎 〃  15 年 5 月 坂　口　正　一 15 年 5 月
23 〃 〃  17 年 5 月 浜　砂　幸　徳 17 年 5 月
24 兒　玉　光　正 〃  19 年 5 月 黒　木　金　利 19 年 5 月
25 小佐井　武　憲 〃  21 年 5 月 〃 21 年 5 月
26 〃 〃  23 年 5 月 浜　砂　征　夫 23 年 5 月

平成 23 年 5 月

議席
番号 氏名 所属常任委員会 特別委員会

1 上米良　　　玲 総務常任委員会 国道改良整備、議会広報編集

2 浜　砂　勝　義 総務常任委員会 国道改良整備、議会広報編集

3 上米良　秀　俊 総務常任委員会 議会運営、議会広報編集

4 浜　砂　恒　光 総務常任委員会 議会運営、環境整備事務組合、菊池賞選考委員

5 中　武　勝　文 総務常任委員会 議会運営、国道改良整備、議会広報編集

6 中　武　正　毅 総務常任委員会 監査委員、地籍調査推進委員

7 浜　砂　征　夫 総務常任委員会 議会運営、国道改良整備

8 小佐井　武　憲 総務常任委員会 環境整備事務組合、菊池賞選考委員、地籍調査推進委員
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単位：人

産業分類 昭和 55 年 平成 2年 平成 7年 平成 12 年 平成 17 年
総数 構成比（％） 総数 構成比（％） 総数 構成比（％） 総数 構成比（％） 総数 構成比（％）

総 数 1,213 100.0 985 100.0 902 100.0 836 100.0 740 100.0 
農 業 355 29.3 240 24.4 192 21.3 157 18.8 146 19.7 
林 業 191 15.8 160 16.3 95 10.5 70 8.4 53 7.2 
水 産 業 9 0.7 6 0.6 5 0.6 4 0.5 4 0.5 
鉱 業 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -
建 設 業 161 13.3 141 14.3 136 15.1 124 14.8 102 13.8 
製 造 業 79 6.5 73 7.4 53 5.9 44 5.3 21 2.8 
卸 小 売 業 104 8.6 85 8.6 86 9.5 79 9.4 102 13.8 
金融保険不動産業 1 0.1 0 - 0 - 1 0.1 1 0.1 
運 輸 通 信 業 41 3.4 28 2.8 30 3.3 26 3.1 9 1.2 
電気ガス水道業 9 0.7 6 0.6 5 0.6 2 0.2 1 0.1 
サ ー ビ ス 業 191 15.7 180 18.3 236 26.2 249 29.8 237 32.0 
公 務 72 5.9 66 6.7 64 7.0 80 9.6 64 8.6 
分 類 不 能 0 - 0 - 0 - 0 - 0 -

国勢調査

単位：戸・人・a

年次
農家数 農家人口 経営耕地面積

総数 専業
農家

兼業農家 総数 男 女 総数 田 畑 樹園地総数 一種 二種
昭和 50 年 267 24 243 86 157 1,138 552 586 10,370 8,150 1,393 827 
60 244 43 201 62 139 893 436 457 10,868 6,391 897 3,580 

平成 2年 227 22 205 32 173 784 382 402 10,309 5,648 708 3,953 
7 191 40 151 29 122 631 331 320 7,079 4,402 822 1,855 
12 102 24 78 16 62 376 183 193 6,419 3,927 812 1,680 
17 87 31 56 9 47 283 141 142 4,279 2,779 488 1,012 
22 99 32 67 7 60 301 144 157 5,066 2,847 731 1,488 

2010 年世界農林業センサス

産　業
■ 産業別 15 歳以上就業者数

■ 農家の概要

■ 産業別生産額の推移

■ 事業所の状況

単位：百万円

産業分類 平成 7年 平成 12 年 平成 17 年 平成 20 年
生産額 構成比（％） 生産額 構成比（％） 生産額 構成比（％） 生産額 構成比（％）

第 1次産業 959 15.0 816 11.5 439 7.1 560 10.3 
農　業 141 2.2 124 1.7 70 1.1 47 0.9 
林　業 785 12.3 662 9.3 363 5.6 514 9.4 
水産業 33 0.5 30 0.4 6 0.1 0 0.0 

第 2 次産業 2,263 35.5 2,135 30.0 2,441 39.4 1,553 28.3 
第 3 次産業 3,148 49.5 4,160 58.5 3,319 53.5 3,366 61.4 

帰属利子等（控除） 55 31 85 56 
総生産額 6,315 7,080 6,114 5,423 

宮崎県の市町村民所得

年次 総数 農林
漁業 建設業 製造業

電気
ガス
水道業

運輸
情報通信業

卸
小売り

金融
保険
不動産

飲食
宿泊

医療
福祉

教育
学習支援

複合
サービス サービス 公務

平成 18 年 122 2 12 3 1 2 35 1 18 8 6 4 24 6

平成 18 年度事業所企業統計調査

農　業
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単位：戸
年次 総農家数 例外規定 0.3ha 未満 0.3 ～ 0.5 0.5 ～ 1.0 1.0 ～ 1.5 1.5 ～ 2.0 2.0 ～ 2.5 2.5 ～ 3.0 3.0 ～ 5.0 5.0ha 以上

昭和 50 年 267 22 87 84 68 6 - - - - -
60 244 12 72 78 73 6 1 - 1 1 -

平成   2 年 227 19 62 73 61 8 1 2 - 1 -
7 191 12 68 63 45 3 - - - - -
12 102 2 4 58 36 - - 2 - - -
17 87 - 5 45 34 2 1 - - - -
22 99 3 4 54 31 6 1 - - - -

農林業センサス

■ 経営耕地規模別農家数

■ 各種部会員数

■ 販売目的の作付け面積

■ 農業生産と販売の推移
単位：Kg, 頭、円

生産物

年度

農産 園　芸

畜産
う ち 野 菜 う ち 果 樹

米 椎茸
カラー
ピーマン

柚子

H12
量 15,909 8,820 7,089 908,307 5,682 ー 178,562 175,862 30 
金額 16,607,256 2,031,328 14,575,928 78,315,111 3,457,703 ー 33,075,526 32,573,481 11,840,000 

H17
量 10,858 6,510 4,348 413,264 38,178 32,774 197,004 195,243 26 
金額 13,425,129 1,113,700 12,311,429 75,822,923 18,381,242 16,073,642 37,926,980 37,600,792 12,787,500 

H22
量 10,622 6,480 4,142 242,439 91,099 72,612 143,729 141,406 55 
金額 14,797,262 824,450 13,972,812 80,325,533 52,087,144 45,871,261 26,768,361 26,383,540 21,935,000 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 JA 西都西米良支所調
＊ JA 出荷数のため、村内総数との誤差が考えられます。

単位：戸
　　　 部 会�
年次　　　 椎茸 ホオズキ 柚子 ピーマン 合計

平成 15 年 63 15 68 0 146
16 49 15 66 2 132
17 46 13 66 5 130
18 43 13 58 5 119
19 43 11 58 5 117
20 40 12 63 6 121
21 45 12 63 7 127
22 53 11 63 7 134
23 52 11 68 7 138

産業建設課（JA 出荷場調）

単位：a
作物

年度

田・畑 果樹
稲 麦 雑穀 いも 豆 工芸品 野菜 花卉 その他 柚子

平成 2年 1,025 666 0 0 5 1 7 23 323 0 1,123 845
17 687 342 5 2 0 5 7 80 241 5 749 413
22 ＊ 619 ＊ ＊ ＊ ＊ 16 106 57 ＊ 1,211 ＊

農林業センサス（平成 22 年結果詳細は未発表（＊））
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林　業

水産業

■ 保有山林面積規模別経営体数

■ 土地利用区分面積

■ 民有林の齢級別面積

■ 一ツ瀬川放流状況

単位：経営体

計 保有
山林無し 3ha未満 3～5ha 5～10ha 10 ～20ha 20 ～30ha 30～50ha 50～100ha 100～500ha

県 4,341 55 65 927 946 899 534 496 277 119
西米良 173 1 1 14 21 40 26 29 33 8

2010 年世界農林業センサス

年度
アユ フナ ウナギ ヤマメ アユ発眼卵 コイ オイカワ マス
Kg 尾 Kg 尾 卵・粒 尾 ｋｇ 尾

13 170 500 100 40,000 2,504,000 17,500 12 5,000 
14 180 500 120 40,000 1,300,000 15,000 12 5,000 
15 320 500 100 40,000 1,200,000 15,000 12 5,000 
16 725 500 222 45,000 1,900,000 － 12 5,000 
17 828 500 171 57,000 － － 20 5,000 
18 1,111 500 175 58,000 300,000 － － 5,000 
19 1,876 500 151 54,000 400,000 － 2 5,000 
20 1,545 500 203.5 54,000 2,000,000 － 5 4,000 
21 1,457 500 166 － 1,700,000 － － 4,000 

産業建設課　　

総数 1．2級 3．4級 5．6級 7．8級 9．10 級 11 齢級以上
民有林計 25,196 1,127 1,805 2,578 6,271 6,992 6,423 
人工林 12,244 795 843 1,624 3,913 4,198 871 
天然林 12,952 332 962 954 2,358 2,794 5,552 
その他 373 
計 25,269 宮崎県森林統計

単位：面積 (ha)、比率（％）

区分 総数
森林

耕地 原野 その他
計 民有林 国有林

実数 27,156 25,988 25,569 419 123 0 1,045 
比率 100.0 95.7 94.2 1.5 0.5 0.0 3.8 

森林計画　宮崎県林業統計要覧

単位：ha
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観光・交流
■ 村内入り込み客の推移（各年 1 月～ 12 月の集計）

■ ワーキングホリデー利用者数

■ ふるさと村民制度の状況

■ UI ターンの状況

■ 米良の庄づくりの成果（各施設利用者数）

単位：人
H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

入り込み客数 46,085 49,214 53,060 52,134 101,724 128,729 130,994 134,961 142,736 125,932 124,891 107,061 119,636 132,168 139,222 118,352 
内宿泊者数 13,291 10,493 12,852 12,270 14,892 14,543 - - - - - 12,661 12,667 11,330 11,797 -

総務企画課

単位：人、日
H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

利用者 29 44 26 46 44 53 47 31 31 8 17 6 5 7 
内リピーター - 3 4 10 11 7 8 4 2 0 2 0 0 0 
延滞在日数 153 177 130 227 226 519 179 113 157 56 119 12 10 21 

総務企画課

単位：人
H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

施設利用者数 6,599 6,311 6,226 21,207 31,713 145,630 150,281 143,100 133,018 126,373 105,323 124,091 114,029 115,652 115,920 127,349 125,879 

おがわ作小屋村�
（旧小川城址公園） 2,523 2,279 2,585 4,411 5,322 7,331 7,103 7,530 7,726 6,084 5,653 5,685 4,535 5,089 6,237 19,046 19,278 

西米良温泉
「ゆた～と」 - - - - - 106,242 112,304 104,610 93,638 89,196 75,306 75,769 65,315 66,246 64,181 59,972 64,852 

双子キャンプ村 4,076 4,032 3,641 3,610 2,911 5,248 5,877 5,923 5,908 5,272 5,149 5,590 4,700 4,780 5,217 4,852 4,642 

湖の駅 - - - 13,186 23,480 26,809 24,997 25,037 25,746 25,821 19,215 20,538 17,704 16,088 15,449 17,313 15,989 

百菜屋 - - - - - - - - - - - 16,509 21,775 23,449 24,836 26,166 21,118 

総務企画課

単位：人
H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

UI ターン者
（18 ～ 40 歳） 6 16 13 22 13 20 18 24 16 13 12 23 10 16 7 16 7 

U ターン 5 14 10 11 9 14 9 13 11 5 4 10 5 5 4 4 13 

I ターン 1 2 3 11 4 6 9 11 5 8 8 13 5 11 3 12 20 

総務企画課

単位：人
年度 S58 H 元 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22
会員数 357 465 1,000 861 677 667 720 714 608 609 568 569 557 549 489 389 354 332 363 300 

観光協会

※Ｈ 9は試行期間、Ｈ 10より本格運用
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教　育
■ 学校の推移

単位：人

年次
学校数 学級数 児童生徒数 教職員数

小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校 小学校 中学校

昭和 35 年 7 6 35 14 980 370 44 28

45 7 3 32 11 443 278 48 24

55 4 2 52 6 197 131 27 18

60 3 2 10 5 159 95 22 16

平成 2年 2 1 8 3 123 67 15 10

7 2 1 9 3 90 55 18 12

9 2 1 9 3 97 47 18 11

14 2 1 10 3 73 41 20 10

19 1 1 7 4 60 24 13 11

23 1 1 6 4 60 28 13 14
学校基本調査

単位：人

年度 H14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

人数 22 12 10 10 10 13 13 7 9 4

教育委員会

単位：冊

年度
施設名 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年

村所小学校 5,123 5,085 5,288 5,805 5,620

西米良中学校 6,404 6,592 6,880 5,601 5,871

村民図書室 1,715 1,765 1,715 4,551 4,802 

教育委員会

単位：㎡

学校名 校地面積
校舎面積 運動場

面積
体育館
面積計 木造 非木造

村 所 小 学 校 11,820 1,238 44 1,194 7,430 528 

西米良中学校 15,733 2,001 122 1,879 6,590 720 

公立学校施設台帳

■ 学校施設の状況（平成 23 年 5 月 1 日現在）

■ 図書館蔵書数

■ 菊池奨学生の状況
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年度 H14 15 16 17 18 19 20 21 22

人数 1,484 1,114 1,110 604 653 1,020 904 934 769 

教育委員会

指定名
種別 国指定 県指定 村指定

有形文化財
（建造物）

米良の民家 横野産土神社

上米良本山矢村神社

民俗文化財

焼畑農耕具 村所神楽

越野尾神楽

小川神楽

シシトギリ面（ヤマクロ）

シシトギリ面（カスケ）

記念物

史
　
跡

村所古墳 菊池一族　小川澤水墓地

狭上古墳 菊池一族　小川囲墓地

小川古墳 菊池一族　小川不動院墓地

甲斐右膳・大蔵の墓 菊池一族　横野墓地

菊池一族　村所鶴・桐原墓地

天
然
記
念
物

村所八幡神社の杉

本山矢村神社の杉

村所小学校のオガタマ

狭上稲荷神社の高野槙

教育委員会

■ 歴史民俗資料館入館者数

■ 村内文化財一覧

単位：人
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単位：人
第 1号被保険者
のいる世帯

65 歳以上
75 歳未満 75 歳以上 住所地特例�

被保険者（再掲）
第 1号被保険者�

合計

平成 20 年 384 世帯 234 306 1 540

21 386 世帯 221 320 1 541

22 379 世帯 212 320 2 532

福祉健康課

社会福祉・診療所
■ 国民健康保険の状況（平成 22 年度末現在）

■ 介護保険第 1 号被保険者数等

■ 要支援・要介護認定者数、サービス受給者数

■ 健康診査の状況

単位：人、千円

世帯数
被保険者数

保険税額 保険給付費 後期高齢者支援金等 保健事業費
一般 退職

247 417 387 30 27,673 119,521 16,553 14,376 

福祉健康課

単位：人、％

特定健診
後期高齢者
健診

胃がん検診 大腸がん検診
肺がん・
結核検診

子宮がん検診 乳がん検診

受診率 受診率 受診率 受診率 受診率 受診率 受診率

平成 20 年
対象者 338 

53.3 
315 

41.3 
589 

43.1 
669 

57.2 
631 

74.8 
494 

25.9 
405 

32.3 
受診者 180 130 254 383 472 128 131 

21
対象者 327 

70.3 
308 

41.9 
567 

43.0 
669 

59.5 
588 

78.4 
434 

32.9 
418 

35.4 
受診者 230 129 244 398 461 143 148 

22
対象者 321 

71.3 
321 

48.0 
605 

39.0 
696 

54.6 
645 

69.5 
437 

34.6 
429 

35.0 
受診者 229 154 236 380 448 151 150 

福祉健康課

単位：人
要支援１要支援２要介護１要介護２要介護３要介護４要介護５ 計

平成
20年

要支援・要介護認定者数 11 7 8 12 17 11 11 77

居宅介護サービス受給者 6 4 6 7 3 2 4 32

施設介護サービス受給者 − − 3 4 10 10 9 36

21

要支援・要介護認定者数 11 9 10 14 9 12 15 80

居宅介護サービス受給者 8 6 5 7 4 1 4 35

施設介護サービス受給者 − − 0 6 7 12 8 33

22

要支援・要介護認定者数 6 7 12 14 14 7 18 78

居宅介護サービス受給者 6 7 10 8 5 1 3 40

施設介護サービス受給者 − − 1 3 9 7 13 33
福祉健康課
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■ 出生数と合計特殊出生率及び出生時の母親の年齢

■ 診療所の概要

■ 生活保護の現状

医療施設整備概要
【国民健康保険西米良診療所】
竣工：平成 18 年 6 月 30 日
構造：鉄筋コンクリート造一部 3階建て
面積：1階 704.81㎡、２階 768.74㎡、３階 319.55㎡、R階 12.07㎡
　　　合計 1805.17㎡
病床：19 床（一般 13 床、療養 6床）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円
総工費 400,252 

国庫補助金 48,754 
地方債 351,400 

過年度損益勘定留保金 98 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西米良診療所

 西米良診療所の患者数及び診療収入

区分
入院 外来

21 年度 22 年度
2１年度 22 年度

全体 歯科 全体 歯科
患者数 （人） 2,180 2,285 14,149 2,102 14,007 1,817 
診療収入 （円） 29,613,744 31,241,149 67,695,367 9,520,293 66,812,207 9,524,530 

西米良診療所

年度
出生数 合計特殊出生率 母親の年齢別出生数 ( 人 )
（人） （％） 20 ～ 24 歳 25 ～ 29 歳 30 ～ 34 歳 35 ～ 39 歳 40 ～ 44 歳

14 11 2.64 1 6 2 1 1
15 8 1.41 2 1 4 1 0
16 10 2.13 1 3 3 3 0
17 7 1.55 2 4 1 0 0
18 9 2.04 0 4 3 2 0
19 13 2.31 3 3 5 2 0
20 10 1.27 1 4 3 2 0
21 12 2.88 2 4 2 3 1
22 10 1.50 1 0 8 1 0

福祉健康課

年度
保護世帯数

［Ｈ 23.3.31 時点］
人員数

［Ｈ 23.3.31 時点］
保護費（総額）
［平成 22 年度］

保護費（月額）
［平成 22 年度］

保護率
一人あたりの
保護費（月額）
［平成 22 年度］

平成 22 年度 12 16 4,831,308 402,809 1.27 25,163

※医療扶助支払基金分は除く。　　宮崎県児湯福祉事務所

単位：世帯、人、円、％
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財　政
■ 一般会計
歳入

単位：千円

歳出
単位：千円

20 年度 21 年度 22 年度
村　税 158,230 138,921 149,360 

村 民 税 41,401 38,142 42,120 
固 定 資 産 税 109,922 103,990 100,509 
軽 自 動 車 税 3,492 3,511 3,607 
村 た ば こ 税 3,415 3,278 3,124 
特別土地保有税 0 0 0 

地 方 譲 与 税 32,431 29,747 29,337 
利 子 割 交 付 金 383 339 347 
配 当 割 交 付 金 84 74 60 
株式譲渡所得割交付金 32 35 26 
地 方 消 費 税 交 付 金 12,173 12,977 12,956 
自動車取得税交付金 8,510 4,910 4,589 
地 方 特 例 交 付 金 1,208 2,866 5,464 
地 方 交 付 税 1,320,966 1,396,944 1,481,737 
分 担 金 及 び 負 担 金 1,903 2,369 1,552 
使 用 料 及 び 手 数 料 42,131 41,597 42,152 
国 庫 支 出 金 119,504 603,036 245,241 
県 支 出 金 213,470 219,200 189,875 
財 産 収 入 27,311 20,644 32,834 
寄 附 金 125 210 230 
繰 入 金 326,812 369,621 198,129 
繰 越 金 61,770 128,467 127,458 
諸 収 入 21,889 36,918 66,011 
村 債 188,002 201,412 174,431 

合　計 2,536,934 3,220,570 2,761,789 

20 年度 21 年度 22 年度
議 会 費 43,511 43,184 42,918
総 務 費 931,359 922,302 924,582
民 生 費 212,172 230,399 246,934
衛 生 費 194,750 349,275 216,140
農 林 水 産 業 費 323,698 680,886 489,175
商 工 費 31,682 46,231 68,517
土 木 費 151,239 325,674 192,043
消 防 費 21,438 21,866 37,652
教 育 費 115,649 143,710 115,857
災 害 復 旧 費 68,081 10,402 23,014
公 債 費 314,888 318,064 311,472
諸 支 出 金 0 1,119 0
予 備 費 0 0 0

合　計 2,408,467 3,093,112 2,668,304
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■ 特別会計国民健康保険事業

■ 性質別歳出

歳入
単位：円

21 年度 22 年度
国 民 健 康 保 険 税 29,184,600 27,673 ,100
一 部 負 担 金 0 0
国 庫 支 出 金 54,105,558 56,466 ,141
療 養 給 付 費 等 交 付 金 8,051,878 6,881 ,000
前 期 高 齢 者 交 付 金 72,089,737 51,900 ,075
県 支 出 金 13,351,339 15,928 ,935
共 同 事 業 交 付 金 19,544,173 17,114 ,705
財 産 収 入 532,162 282,544
寄 附 金 0 0
繰 入 金 27,924,048 48,925 ,452
繰 越 金 41,412,843 42,756 ,030
諸 収 入 1,081,190 1,545

合　計 267,277,528 267,929 ,527

歳出
単位：円

21 年度 22 年度
総 務 費 8,934,982 10 ,225 ,487 
保 険 給 付 費 118,278,920 119,521 ,247 
後 期 高 齢 者 支 援 金 等 19,210,105 16 ,552 ,616 
前 期 高 齢 者 納 付 金 等 54,621 29 ,459 
老 人 保 健 拠 出 金 1,967 799,789 
介 護 納 付 金 5,873,122 7 ,062 ,150 
共 同 事 業 拠 出 金 23,399,613 24 ,768 ,232 
保 健 事 業 費 14,436,268 14 ,375 ,939 
基 金 積 立 金 21,732,000 20 ,000 ,000 
諸 支 出 金 12,599,900 14 ,627 ,638 
予 備 費 0 0 

合　計 224,521,498 227,962 ,557 

単位：千円
20 年度 21 年度 22 年度

人 件 費 398,864 396,002 404,530 
扶 助 費 50,695 59,315 87,761 
公 債 費 314,888 318,064 311,472 
物 件 費 232,575 274,389 301,153 
維 持 補 修 費 11,856 18,077 15,102 
補 助 費 等 222,655 282,865 196,747 
積 立 金 488,236 518,269 590,661 
投資及び出資金・貸付金 2,000 1,717 2,023 
繰 出 金 228,650 269,154 232,577 
前 年 度 繰 上 充 用 金 0 0 0 
投 資 的 経 費 458,048 955,260 526,278 
総 額 2,408,467 3,093,112 2,668,304 
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■ 特別会計国民健康保険診療施設

■ 特別会計介護保険事業

■ 特別会計後期高齢者医療事業

歳入
単位：円

歳出
単位：円

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度
診 療 収 入 88,439,295 93,588,600 総 務 費 188,900,619 179,570,789 
分担金及び負担金 16,465,646 15,983,838 医 業 費 35,266,790 31,783,644 
使用料及び手数料 1,115,295 1,060,555 公 債 費 50,249,944 50,656,306 
県 支 出 金 2,520,000 2,520,000 予 備 費 0 0 
財 産 収 入 1,694,208 1,692,192 合　計 274,417,353 262,010,739 
繰 入 金 173,157,983 140,269,305 
繰 越 金 3,995,868 13,156,960 
諸 収 入 186,018 489,951 

合　計 287,574,313 268,761,401 

歳入
単位：円

歳出
単位：円

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度
保 険 料 27,419,224 27,311,518 総 務 費 7,332,290 7,068,115 
使用料及び手数料 0 0 保 険 給 付 費 157,796,326 161,954,778 
国 庫 支 出 金 44,002,000 45,554,382 財政安定化基金拠出金 0 0 
支払基金交付金 48,446,517 49,359,000 地 域 支 援 事 業 費 10,619,276 9,063,762 
県 支 出 金 26,261,375 27,594,691 基 金 積 立 金 2,935,444 5,531,294 
財 産 収 入 23,238 6,008 諸 支 出 金 8,730,193 9,425,127 
繰 入 金 43,641,000 41,020,725 予 備 費 0 0 
諸 収 入 4,052,972 2,395,416 合　計 187,413,529 193,043,076 
繰 越 金 13,761,079 20,193,876 

合　計 207,607,405 213,435,616 

歳入
単位：円

歳出
単位：円

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度
後期高齢者医療保険料 7,264,900 7,340,000 総 務 費 1,782,507 637,302 
使 用 料 及 び 手 数 料 0 0 後期高齢者広域連合納付金 13,011,766 13,611,087 
寄 附 金 0 0 保 険 事 業 費 957,884 1,137,561 
繰 入 金 6,139,866 6,639,987 諸 支 出 金 202,100 191,554 
繰 越 金 235,000 195,454 予 備 費 0 0 
諸 収 入 1,386,445 1,639,747 合　計 15,954,257 15,577,504 
国 庫 支 出 金 1,123,500 

合　計 16,149,711 15,815,188 
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■ 特別会計簡易水道事業

■ 特別会計下水道事業

歳入
単位：円

歳出
単位：円

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度
分担金及び負担金 0 0 水道事業費 19,255,240 21,097,317 
使用料及び手数料 11,545,534 11,905,850 災害復旧費 0 0 
財 産 収 入 4,200 2,300 公 債 費 6,000,566 6,000,566 
繰 入 金 14,200,000 13,000,000 予 備 費 0 0 
繰 越 金 538,360 1,032,288 合　計 25,255,806 27,097,883 
諸 収 入 0 3,801,000 

合　計 26,288,094 29,741,438 

歳入
単位：円

歳出
単位：円

21 年度 22 年度 21 年度 22 年度
使用料及び手数料 7,203,710 7,852,397 下水道事業費 11,964,990 12,999,701 
国 庫 支 出 金 0 0 災 害 復 旧 費 0 0 
県 支 出 金 0 0 公 債 費 39,321,698 33,786,752 
財 産 収 入 54,205 27,213 予 備 費 0 0 
繰 入 金 44,638,000 39,189,000 合　計 51,286,688 46,786,453 
村 債 0 0 
諸 収 入 0 0 
繰 越 金 1,342,970 1,952,197 

合　計 53,238,885 49,020,807 
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　基本目標

　目指す姿

　基本姿勢

　計画（H23〜H32）

　『カリコボーズの
　　　　休暇村・米良の庄』

〜菊池の精神を受け継ぐ桃源郷〜
　先人のたゆまぬ努力により独特の山村文化と、菊池一族によってもたらされた「菊池の
精神」を、今後も次世代に引き継ぎつつ、交流人口拡大を促進し、住む人・訪れる人すべ
てを心豊かで生き生きとさせ、西米良でしか創れない「幸せ」を模索、共有する『西米良
版　平成の桃源郷』を目指します。

基本目標の目指す姿を、「Ⅰ 人づくり」「Ⅱ 産業づくり」「Ⅲ 郷土づくり」「Ⅳ 環境づくり」
「Ⅴ 基盤づくり」の５つの側面から描きました。

Ⅰ 生涯現役元気な村民　　　　　　Ⅳ カリコボーズが息づく自然豊かな村
Ⅱ 力強い産業と開かれた桃源郷　　Ⅴ 自立自走を支える豊かな基盤
Ⅲ 菊池の精神と山村文化の薫る村

本計画に基づく、村づくりの基本姿勢は、次の３つです。

基本目標の実現を目指し、『分野別施策』と、米良の庄づくり（交流人口拡大による活力導入）
の主軸である『８つの庄建設プロジェクト』を、関連させながら具体的に事業を展開して
いきます。

菊池の精神
郷土愛にあふれた村づくり

生涯現役
村民総参加の村づくり

平成の桃源郷
自立自走の村づくり

分野別施策 新しい『８つの庄建設プロジェクト』

Ⅰ 豊かな心を育む人づくり
Ⅱ 豊かな暮らしを育む産業づくり
Ⅲ 豊かな文化を育む郷土づくり
Ⅳ 豊かな資源を育む環境作り
Ⅴ 豊かな村を育む基盤づくり

1 交流体験の庄　　5 歴史文化の庄
2 花の庄　　　　　6 山遊びの庄
3 健康づくりの庄　7 川遊びの庄
4 郷味の庄　　　　8 街づくりの庄

《第5次西米良村長期総合計画》
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▲村の木（こうやまき）
昭和 47年制定

▲村の鳥（めじろ）
昭和 47年制定

▲村の花（やまざくら）
平成元年制定


